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学校番号 ３０２３ 

令和３年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現 ２ 
３学年 

文理学科 

『入試必携 英作文』（数研出版） 

（※同一教材を用いて２ｺｰｽ展開） 

『共通テスト英語模擬演習 40min×

14 』（エミル出版） 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語表現の授業は、「書くこと」を中心に、「話すこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。

自分の考えを正しい英語で表現できることを目指して、授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。また動詞と名詞、形容詞と名詞といった「コ

ロケーション」も意識しましょう。 

・音読は英語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にき

ちんと伝わるような音読を常に意識しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】学習到達目標（CAN･DO リスト=評価規準） 

①話すこと ②書くこと ③聞くこと ④読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

◆身近なトピックに関
してわずかな時間の準
備で１分程度のスピー
チができる。 
◆その際には具体的な
理由を添えて、自分の
意見を述べることがで
きる。 
◆与えられたトピック
について簡単な理由を
添えて即興で自分の考
えを述べることが出来
る。 

英語理解
／英語表
現Ⅱ 
・定期考
査 
 
異文化理
解 
・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 

◆複数の段落で序論・
本論・結論を意識し
て、時間をかけた修正
を経て、自分の意見を
わかりやすく書くこと
ができる。 
◆自分のよく知ってい
るトピックに関して参
考文献やインターネッ
トなどから情報を収集
し、それをまとめた文
章を書くことができ
る。 

英語表
現Ⅱ/英
語理解 
・ｴｯｾｲﾗ
ｲﾃｨﾝｸﾞ 
・定期
考査 

◇はっきりと話され
れば、身近なトピッ
クについてのニュー
スの要点を聞きとる
ことができる。 
◇自然な速さで話さ
れる観光地での説明
やガイドなどのアナ
ウンスなどを聞い
て、大切なポイント
を漏らさず、概要を
把握することができ
る。 

英語理
解・ 
・ﾘｽﾆﾝ
ｸﾞﾃｽﾄ 
・定期
考査 
異文化
理解 
・ﾘｽﾆﾝ
ｸﾞ 

◇まとまりのある英文
を後戻りすることなく
一定時間内に読み、各
段落のトピック・サポ
ート・例示・詳細など
を押さえながら、全体
の要旨を理解すること
ができる。 
◇難しい部分を読み返
すなどしながら、高度
な内容について精読で
きる。 

英語理
解・/総
合英語 
・音読テ
スト 
・定期考
査 

評価方法 絶対評価「定期考査：平常点 ＝ ８０：２０」 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、そ

の背景にある文化などを理解し

ているかどうかを的確に評価で

きる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動  

Unit7～12 

(14 時間) 

A：文法・構文の

再確認 

B：達意の英文

を書く工夫 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

A は関係詞・仮定法

を、B は関係詞・仮

定・動詞の語法を意識

しつつ、インプットと

アウトプットを行う。 

A は関係詞・仮定法を、

B は関係詞・仮定・動詞

の語法を意識しつつ、イ

ンプットとアウトプット

を行う。 

A は関係詞・仮定法

を、B は関係詞・仮

定・動詞の語法につ

いての基本例文をア

ウトプットすること

ができる。 

ペア活動、音読の観

察 

ワークシート等の提

出と確認 

「英語表現の能力」 

上記事項を意識しつつ

表現する。 

上記事項を用いた表現を

正確にインプット・アウ

トプットする。 

上記について基本例

文を正確にアウトプ

ット（筆記）するこ

とができる。 

定期考査、小テスト 

エッセイ等提出 

「英語理解の能力」 

上記事項を意識しつつ

構造を理解する。 

上記事項を用いた表現の

応用演習をおこなう。 

上記事項について応

用的な表現が理解で

きる。 

黒板上で答案作成 

エッセイ等提出 

「言語や文化についての知識・理解」 

A は基本例文などを、

B は例文やコラムを用

いて、日英の表現の違

いを理解する。 

左記事項についてインプ

ット・アウトプットしな

がら理解を深める。 

当該表現を他の用例

でも適切に用いるこ

とができる。 

ペアワークや小テス

トで判断 

Unit13～18 

( 18 時間) 

A：文法・構文の

応用 

B：長大な英文

を書く基本と表

現の多様化 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

A は比較・譲歩を、B

は比較・譲歩・it の用

法などを意識しつつ、

インプットとアウトプ

ットを行う。 

A は比較・譲歩を、B は

比較・譲歩・it の用法な

どを意識しつつ、インプ

ットとアウトプットを行

う。 

A は比較・譲歩を、B

は比較・譲歩・it の

用法などについての

基本例文をアウトプ

ットすることができ

る。 

ペア活動、音読の観

察 

ワークシート等の提

出と確認 

「英語表現の能力」 

上記事項を意識しつつ

表現する。 

上記事項を用いた表現を

正確にインプット・アウ

トプットする。 

上記について基本例

文を正確にアウトプ

ット（筆記）するこ

とができる。 

定期考査、小テスト 

エッセイ等提出 

「英語理解の能力」 

上記事項を意識しつつ

構造を理解する。 

上記事項を用いた表現の

応用演習をおこなう。 

上記事項について応

用的な表現が理解で

きる。 

黒板上で答案作成 

エッセイ等提出 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit1～6 

(12 時間) 

A：文法・構文の

再確認 

B：文法・構文の

確認と表現の多

様化 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

A は時制・主語/動詞・

接続詞を、B は時制・

文構造を意識しつつ、

インプットとアウトプ

ットを行う。 

A は時制・主語/動詞・

接続詞を、B は時制・文

構造を意識しつつ、イン

プットとアウトプットを

行う。 

A は時制・主語/動

詞・接続詞を、B は

時制・文構造につい

ての基本例文をアウ

トプットすることが

できる。 

ペア活動、音読の観

察 

ワークシート等の提

出と確認 

 

「英語表現の能力」 

上記事項を意識しつつ

表現する。 

上記事項を用いた表現を

正確にインプット・アウ

トプットする。 

上記について基本例

文を正確にアウトプ

ット（筆記）するこ

とができる。 

定期考査、小テスト 

エッセイ等提出 

「英語理解の能力」 

上記事項を意識しつつ

構造を理解する。 

上記事項を用いた表現の

応用演習をおこなう。 

上記事項について応

用的な表現が理解で

きる。 

黒板上で答案作成 

エッセイ等提出 

「言語や文化についての知識・理解」 

A は基本例文などを、

B は例文やコラムを用

いて、日英の表現の違

いを理解する。 

左記事項についてインプ

ット・アウトプットしな

がら理解を深める。 

当該表現を他の用例

でも適切に用いるこ

とができる。 

ペアワークや小テス

トで判断 
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「言語や文化についての知識・理解」 

A は基本例文などを、

B は例文やコラムを用

いて、日英の表現の違

いを理解する。 

左記事項についてインプ

ット・アウトプットしな

がら理解を深める。 

当該表現を他の用例

でも適切に用いるこ

とができる。 

ペアワークや小テス

トで判断 

入試問題 

研究 

A：標準入試英

作文の完成 

B：長大で達意

の英文を書く仕

上げ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

両コースとも自然でシ

ンプルな英文をかける

ように意識しつつ、イ

ンプットとアウトプッ

トを行う。 

自然な英文を書けるよう

に意識しつつ、インプッ

トとアウトプットを行

う。 

典型的な例文をアウ

トプットすることが

できる。 

ペア活動、音読の観

察 

ワークシート等の提

出と確認 

「英語表現の能力」 

上記事項を意識しつつ

表現する。 

上記事項を意識しつつ正

確かつ大量にインプッ

ト・アウトプットする。 

上記について正確か

つ大量にアウトプッ

ト（筆記）すること

ができる。 

定期考査、小テスト 

エッセイ等提出 

「英語理解の能力」 

上記事項を意識しつつ

構造を理解する。 

上記事項を意識しながら

応用演習をおこなう。 

上記事項について応

用的な表現が理解で

きる。 

黒板上で答案作成 

エッセイ等提出 

「言語や文化についての知識・理解」 

両コースとも例文やコ

ラムを用いて、日英の

表現の違いを理解す

る。 

左記事項についてインプ

ット・アウトプットしな

がら理解を深める。 

主題を正しく把握し

た上で当該表現を適

切に用いることがで

きる。 

黒板上で答案作成 

ワークシート等の提

出と確認 

 


